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第

一
節

.
序

(註
↓

こ
の
研
究

の
狙

い
は
.

シ
ミ

ェ
レ
ー
シ

ョ
ン
法
が

経
済
分
析

の

一
手

法
と

し
て
.
企
業

の
行
動

分
析

に
ど

の
よ
う

に
使

用

し

う

る

か

に

っ

い

(践
2
V

て
、
そ

の
可
能

性
を
探

る
と

こ
ろ

に
あ
る
。

.

.

電

子
計
算
機

の
発
達

・
普
及
と

と
も

に
、
企
業

の
経
営
活
動

を
模
倣

し
.

そ

の
企
業

の
経
営

計
画

立
案

の
た
め

の
.
大

型

.
小

型
各
種

の

シ
.ミ

ニ
レ
ー

シ

ロ
ソ
摸
型
が

構
築

さ
れ
て
来

て

い
る
が

"

一
毅

に
複
雑

な
模
型

に
な
れ
ば

な
る

ほ
ど
.
変
数

の
時

間
解

は
.

現

実

の
そ
れ
ら

し

か
ら

ぬ

助

き
を
す

る
こ
.と
が

多

い
よ
う

で
あ

る
。

現

実

の
変
数

の
動
き

に

シ
ミ

ュ
レ
ー

シ

ョ
ン
実

験

に
工
り
得
ら
れ

る
計
算

値
を
適

合
さ

せ
る
こ
と

は
困

難

な
謀
題

で
あ
る
。

し
か

し
企
業
行
動

の
客
観
的

な
分

析

に

シ
ミ

ュ
レ
ー

シ

ョ
ソ
法
を
利

用
す

る
た
め

に
は
こ

の
問

題
を

回
避
す

る
こ
と

は
許

さ

震
3
)

れ
な

い
。

こ
の
論
文

の
前
半

は

こ
の
問
厘

に
取
組
む

。

州
方

、
設
備
投
資

決
意

や
資
金
調

達
決
意

な
ど

の
企
業

の
長

期
的
行

動

に
か
か
わ
る
意

思
決
定

の

メ
カ

ニ
ズ

ム
は
.

こ
れ
を

モ
デ

ル
中

に
肉

生

的

に
組

込
め
る

ほ
ど

に

は
そ

の
構
造

が
明
確

に
な

っ
て

い
な

い
。

こ
れ
ら

の
長

期
決
意

は
、
企

業
自
身

の
長
期

に
わ
た
る

将
来

の
予
想

に
基

づ

い

て
為
さ
れ

る
で

あ
ろ
う

こ
と
は

明
ら

か

で
あ

る
。

そ

こ

で
.
こ

の
論

文

の
後
半

で

は
外

的
な
環

境

に
関

す
る
将

来

の
見
通

し
を

企
業
が
何

ら
か

の

形

で
予
想

し
た

と
き

に
.

企
業

の
経
営

の
内

容

の
将

来
が
ど

の
よ
う

に
な

る
か
を

企
業

が
予
想

す
る
模

型
を
扱

う
。
そ

し
て
、

こ
の
企
業

の
予
想

に
関
す

る

シ
.・・
ユ
レ
ー
シ

ョ
ン
実
験

の
結
果

得
ら
れ

る
予
想
収

益
性

お
よ
び
予

想
流
動

性
が
.

そ

の
時

点
に

お
け
る

企
業

の
実
際

の
決
意

と
ど

の

よ
う
.に
関
連
す

る
.か
に
開
し
若

干

の
検

討
を
行
な

う
。

か
く

し

て
.

こ

の
研

究

は
次

の
よ
5

な

二

つ
の

ス
テ

ッ
プ
か
ら

成
る
。

馳

.
.r

企
業

の
意
思

決
定

に
関

す
る
幾

つ
か

の
変

数

(こ
れ
を
決
鴛
変
鼓
と
呼
ぶ
》
を

外
生
化

し
た
と
き

に
.

そ

の
他

の
変

数
が
.

一
つ
の
企
業

の

実
原

の
動
き

を
よ
く
模

倣
し
う

る
よ
.う

な
模
型
を
構

築
す

る

(第
二
.
.三
節
V。

'

企
業
行
駒
の
シ
ミ
轟
レ
ー
シ
.
ソ
分
折

四
五

(四
四
九
)



穗
墜
び
.

桟
.
..

ガ

.
上

の

ス
テ

ッ
プ
.を
貰

た
す

模
型

お
よ

び
パ

ヲ

メ
r

タ
を
得

た
上

で
.

変

教

の
決
定

メ
カ

ニ
ズ

ム
に
関

し
.

分
析
を
行

な
う

〔第
四
節
).

そ

の
摸
型
を
利

用

し
て
.

　さ
　

　

　　
　バ

.囮
六

(四
五
◎
V

そ

の
際
外
生

化
し

て
い
た
幾

つ
か

の
決
意

「

.(註
1
)

こ
の
稿

の
内
容
は
.
去
る
七
月
下
旬
に
神
戸
市
六
甲
山
で
行
な
わ
れ
た
第
三
回
計
量
経
済
会
議
に
お
い
て
報
告
し
た
も
の
と
殆
ど
同

一
で
あ
る
.
な
お

.
こ
の
研
究

の
途
上
研
究
室
の
諸
先
生
か
ら
数
多
く
の
有
益
な
助
言
を
受
け
た
。
此
処
に
感
謝
の
意
を
妻
わ
し
た
い
。

(註
2
)

シ
ミ
ニ
レ
「
シ
暫
ソ
該
の
定
義
.
特
徴

に
関
し
て
は
.
Q
召
ロ暮
.
O
'
國
.
..田
目
巳
暮
♂
口

9

国
8
§

ぽ

蜜

8
琴

.層
穿

〉
塞
ユ
B
口

国
8
璽

巳
O

国
●芸

{
、
ぎ
一
P
■
警

.
凹

∪
9
.
這
8

が
優
れ

て
い
る
。

(註
3
)
.
筆
者
は
前
論
文

「企
莱
行
動
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
翼
ソ
分
析

の
た
め
の

　
試
諭
」
(三
田
商
学
研
究
第
六
巻
第

一
号

一
九
六
三
年
六
月
)
に
お
い
て
.

企

業
行
動
の
綜
合
的
な
模
型

(F
S
班
1
)
を
紹
介
し
た
。
そ

の
際

の
襖
型
は
.
現
実
の
企
業
経
営
の
デ
ー
タ
と
の
対
応
関
係
を
考
慮
し
な
い
.
整
合
的
で
は
あ

る
が
架
空
な
も
の
で
あ

っ
た
.

こ
の
稿
の
棋
型
は
.
F
S
瓢
1
か
ら
出
発
し
.
実
際
の
デ
ー
タ
と
対
応
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
な
が
ら
種

々
改
良
を
倉
ね
て

得
ら
れ
た
.も

の
で
あ
る
.

第
二
節

模
型
の
説
明

二
▼

一

概
要

企
業
行
動
模
型
と
し
て
は
.
製
造
粟
で
あ
れ
ば
.
ど
の
よ
う
な
業
種
に
属
す
る
企
業
で
も
描
写
し
5
る
よ
5
な
.
な
る
べ
く

一
般
的
な
形
の
模

型
の
構
築
を
目
標
と
し
た
。
序
諭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ま
ず
第

一
に
決
意
変
数
を
外
生
化
し
て
.
そ
れ
以
外
の
企
業
内
部
の
変
数
の
値
の
決
ま

る

メ
カ

ニ
ズ

ム
を
記
述
す
る
模
型
を
構
築
す
る
。

こ
れ
を
決
意
変
数
外
生
模
型
F
S
皿
8
と
呼
ぶ
。

二
.
二

決
意
変
数
外
生
模
型
F
S
M
8

模
型
を
構
成
す
る
要
素
は
次
の
如
く
で
あ
る
。



豪1ス ト7ク 内皇寵数8

8略 号 税 明 s略 号 説 明
企
桑
行
動

の
シ
ξ

邑
レ
」
シ

9
γ
分
祈

預

亮

晶

掛

現

受

製

仕

1

2

3

4

現金預金甕高

受手・亮掛金

製品を摩額

仕蜘品在庫頓

本

自

庫

摩

資

他

製

仕

M

15

16

17

賓本金

その勉自己資本

製晶在庫量

仕掛品在庫量.
5 材 高 原材料在取額 18 材 庫 原材料在摩量

s 設 額 設億価億領 is 設 量 複億存在量
7 建 仮 建設仮勘定 20 建 量 建設中の毅備量
8 他 奮 その他資産 21 労 員 従業員数
9 支 買 支手 ・買掛金 22 平材量 平均漂材料投入量

30 税 当1納 税引当金 23 総 資 使用総資本
11 短 借1短 期借入金 24 前総資 前時点使用総資本
12 長 制 長鯖 入金・社債 25 平売■ 平均売上量1
13 飽 痢 その他負債 26 能 力 生産能力

四
七

(四
五

ご

①

決
意

変
数

X
・…
-
五
個

②

内

生
変
数

・…

・・八
十

八
個

{ス
ト

ッ
ク
変
数

S
・:
…

二
十

六
個

フ

ロ
ー
変
数

R
…
六
十

二
個

③
外

生
変

数
Z

…
…
十

一
個

④

パ

ラ

メ
ー
タ
P
…
…

四
十

一
個

次

は
そ

れ
ら

の
説
明

の
表
で
あ

る
。

模
型

の
全
方
程

式
を
ま
ず

掲
げ
る
。

こ
れ

ら

の
数
式

の
記

号
の
約
束

を
簡
単

に
説

明
す

れ
ば

.

①
>
m
関

は

A
の
値

が

B
の
値

に
よ
り
置
き
換

え
ら
れ

る
と

い
う

こ
と

を
意
味
す

る
。
従

っ
て

>
11
卜

+
騎
と

い
5

よ
う

な
表
示

も
意
味

が
あ

る
わ

け

で
あ

る
。

②

*
は
積
算

記
号

.
*
*

は
幕
乗
を

表
わ
す
。

例
え
ば

}
菅
切
米

斎
O

は

〉
。里

を
表
わ

す
。
ノ

は
割
算

を
示
す

。
例
え

ば

b
萄

11
>
+
曽

で
あ

る
。

③
壁
11
野

【〉
'
◎d
一
は
.

A
ま
た

は
B
の

い
ず
れ

か
大
き

い
方

を

7
の
値

と
し

て

採
る

こ
と
を
意

味
す

る
。

§

に

つ
い

て
は
い
ず
れ

か
小
な

る
方

と

い
う
意

味

で

あ
る
。

各
式

は
.
計
算

に
お

い
て
値
が

決
ま

っ
て
行
く

順
序

に
従

っ
て
並

べ
て
あ
り

.
全

体

で
逐
次

系
を

成
し
て

い
る
。



豪2.7自 一内生驚敷腕.

回 略 号 脱 男 R 略 号 撹 明

{1碗 入
現預金流入額 32 亮 量 製品売上量.

21現 出

31受 発
・4侵 落

"支 出領

受手 。亮掛発生額

"引 落 し額

33

34

35

中 産

絡 産

材購量

製晶中閥生産量

製晶生産量

原材料購入量
5 製 原 製品襲造原価 36 材投量 躍 投入量

s 売 原 κ売上漂価 37 設完量 設備完成■
7 仕 発 仕掛品発生額 38 設 減 設備渡少量.
8 仕 減 ・ 減少額 39 設投量 設備粗投資量
9 材 購 原材料購入高 40 建量減 建設中設備の滅少量
10 材 出 π 出庫高 41 労 雇 労働新規耀用量

11 設 完 設備完成額 42 労 退 退職+解 屑量.

嚢

減
離

発
落
金
税
新
返
新
返
蟹

妻

誰

産

償

設

建

他

他

支

支

税

納

短

短

畏

長

他

減

増

減

他

他

生

12

13

14

15

16

17

B

19

20

21

22

お

盟

25

26

"

28

四

30

31

減価償却廃棄

設備粗投資額

建設仮勘定滅少額

その他資産 の純増

〃 純減

支手 ・買掛発生額

〃 引落 し額

法人税確定額

"納 入韻

短期借入金新規借入額

π 返済額

長期借入 金新規借入頓

〃 返済額

その他負債純増

"純 減

その他自己資本純増

〃 純滅

製品生産量

43割 額 受手割引額

44愛 入 受手引落 し額十売掛入金額

45管 費 一 般管理駁売費

46利 割 支 払利息割引料.

4?他 外費 そ の飽営業外費用

銘 売 類 売上金頽

49外 益 営業外収益

50配 賞支 配当 ・.役員賞与支払額

51配 当 配当

52役 賞 役員貧与.

53 .科 益 利益

54純 益 純利益

55労 費 労務費

56径 費 級費(減 価償却費除 く)

57償 却 減価償却費

58廃 棄 設備魔素額

59総 資変 使用紛資本変化額

60稼 率'稼 勘率

61設 耗 設備減耗量

62設 廃 股億廃棄量

四
(

(四
五
二
》
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号略Z

麺

価

価

給

率

率

製

材

設

定

賃

割

1

2

3

4

5

6

髭

擬品価絡

原材料価楕

設億髄格

定期給与

残業賃率

手形割引率

明 略 号

短 寧

平利回

10生 価指
.u需 要

説 窮

偲期利干串

長期利子串

平均利回り

生産財物価拷数

製贔罷要量

表4パ ラメータP

ぼ畿 説
明

他産比

他負比

4適 材箪

5退 率1労 働退職 ・解雇率

剣 猷 比」繕姻 生蘇 比率

劃壽毒陣辮

1

砒
雑

蹴
乎
偏
平
偏
平
傷
平
偏
平

管

位

外

役

爵

酎

短

短

長

長

更

受

生

9

蜘

11

E

B

14

15

16

17

18

19

20

21

略 号 」 説 明
1

法人税率II22.生 偏1

その勉資産対融資本比率;i23建 平
1

その他負債" .124建 偏　　

i適正厚材料在庫率i25支 平

…125支 偏
.…27税 平

128税 僖

1設醜 鄭:鹿 配 平
マ

離 馨欝 琵ll繋
役員貫与対純益比率 舘 生労弾

設備耐用期問の平均M材 定環
π の標準偏差 鱒 材設弾

短期借入金返済期平均36材 労弾

;ll謡ll撫1
。 標輔 差1…4、 餅 比

襲品生産糊 平均ll

襲品生産期間標準偏差

建設期間平均

"標 準偏差

支手買掛返済期間平均

"標 準偏差
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的

に

与

え
ら
れ

る
こ

と
を

示
す
。

(ド

9

ー

(P

一9

は
、

一
一
個

の
変

数

に
関

す

る
指

数

遅

れ
を

示

し
て

い
る
.
す

な
わ

ち

。

哩
"
影

す
』

は

.
イ

ン
プ

ヅ
ト

τ

と
ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

穿

と

の
問

に
平
均

o
.
標

準
儂
差

σ
な

る
指
数

遅
れ
が

存
在

す
る

二
と
を
示
す
。

後

の

留

.9。

に
説

朔
が
あ

る
よ
5

に
.

・あ

指

数
遅
れ

の
次
数

鵬
は

♂
「♂

に
最

も
近

い
整
教

(た
だ
し

養
V
9

で
あ

る
。

(応。
』
刈
)
は
.

生
産
能

力
が
、
設

備
存
在

量

と
労

働
人
員

数

の
ダ

グ

ラ
ス
型

の
函
教

と
し

て
決
ま

る
こ
と
を
示

す
。

(辱。
幽
一q。
)
は
、

原
材
料

購
入
量

が
、
若

し
適

正
在

庫
量

よ
り
も
在

庫

量

が
大

で
あ
れ
ば

ゼ

ロ
.
小

で
あ
れ
ば
適

正
在
庫

量

に
達

す
る

ま
で

五
四

.{画
五
ハ
曽

行
な

わ
れ

る
こ
と
を
示
す
.

適
正
在

庫
■

は
適

材
率

*
乎
材
量

と
し

て
決
ま

る
.
平
材

量
は
平
均

原
材
料

投
入
■

で
あ

り
.
過

去

の
材
授

量

の
指

数
平
滑

(留
.O
参
照
)
に
よ
り
求

め
ら
れ

て

い
る
.

(悼
.お
)
は
配
当

の
大
き

さ
が
資
本

金

に
平

均
利
回

り
を
乗
じ

た
も

の
に
等

し

い
こ
と
を
意
味

す

る
。

一
株

の
妃

当
は
額
面

*
配
当

率

で

あ

る
,
配

当
率

の
大
き

さ
の
決
定

は
む

し
ろ
企
業

の
決

意
変
数

中

に

.入
れ

る
べ
き
変

数

で
あ

る
が
、
此

処

で
は
企
業
は
市

場

に
お
け

る
乎

均
利

回
ウ

に
合

わ

せ
る
よ
う

に
行
動

す
る

と
考

え
る
。

デ

ー
タ

と
し

て

は

噸
蟄

回

腫
勘

朕
＼
渇

汁

に
よ
り
与

え

て
い
る
か
ら
、
配

当

そ

の
も

の
も
外
生

化

し
て

い
る

に
等

し

い
。

(P
悼
O
)
ー
(P
撃

)
は
説
明

を
要
し
な

い
だ

ろ
う
。

6
.N
9

は
襲

造
原
価
が

仕
掛

晶
激

少

に
定

義
的

に
等

し

い
こ
と
を

示
す
。

(P
零
)
～
(P
器
)
は
明
ら

か
。

(hの■
ω
O
)
ー
(懸Ω
.留

)
は
.

凄

廉

ー1
強
煕

拝

釜
醇

覇

の
関
係

か
ら

導

か
れ
て

い
る
。
若

し
総
資
変

が
負

で
あ
れ
ば
他

負
増

は
ゼ

ロ
、

露

廼
驚

跡

-
欝
隙

蒔

莞
灘

蹟
陽

と
な

る
。

(P

器

)
ー
(ド
ω
ω
)も

同
様
。



β

笛
e

は
渡

資

は
行
な
わ

れ
起

い
と

い
5
仮
定

。

(騨
器

)
は
申
間

生
庫
量
す

な
わ
ち

生
産

計
画
一1
が
.
在

庫
一軍
が
摘
叩

正
製
品
在

摩
量

よ
り
も
大

で
あ
れ
ば

ゼ

ロ
、
小

で
あ
れ
ば

、
生
産

能

力

の
範

囲
で
生
産

を
行

な
う
こ

と
を

意
味
す

る
.

・
(鱒
霧

)
は
糠
働

準
が
中
間

生
壷
■

の
生
産
能

力

に
対
す

る
毘

で
定

義

さ

れ
て

い
る

こ
と
を
意
味

す

る
,

(ド
ω
m
)
か

ら
、
稼

率

は
ゼ

ロ
よ

り
大

で
ー
を
越

え
な

い
こ
と
が
分

る
。

β

零
)
は
定
義

的
関
係
.

..
(P
器
)
は
原
材

料
投

入
澱

が

こ

の
よ

う
な
関
係

で
決
ま

る
と

い
う

仮

定

で
あ

る
。

("。
・ω
ε
層

(P
き
)
は
定
義
的
関

係
。

(50
'自
)
は
勇

務
喪

の
定

義
を
表

わ
す
。
稼

率
が

定
格
時
間

よ
り
大

な

る
と
き
だ
け

.
湛
淋

謬

11
(囎
椀
-
曲
尋
)
呉
適
樹

斎
橡
鈎

が
定

期
給

与
総
額

に
追
加

し
て
支

払

わ
れ
る
。

.(ド
凸
h9
γ

(P
凸
ω)
は
明
ら

か
。

("∂
。ρ
8

は
経

費

の
決

ま

り
方

を
示
す
。

(鱒
凸
9

は
、

売

上
敬

■
が
.

そ

の
企

業

へ
の
需

要
量

か
.

年
率

に

直
し
た

僧
叢

膏
瞭
+
酵
鳳

↑

寮
沸
員
慮
"
V

か
の
い
ず
れ
か

.
.

.

企
粟
行

●
の

シ
建

轟
レ
ー
シ

8
ン
分
訴

「

、

小
な
る
方
に
等
し
い
こ
と
を
示
す
.

(悼
』
O)
は
.
亮
上
原
価
の
評
価
の
仕
方
と
し
て
。
製
品
在
簿
額
の

製
品
在
庫
量
に
対
す
る
比
を

一
単
位
当
た
り
の
売
上
原
価
と
考
え
る

こ
と
を
意
味
す
る
。

(N』
3
は
仕
掛
品
発
生
す
な
わ
ち
原
価
の
形
成
を
表
わ
す
.

〔N
.畠
V
は
明
ら
か
.

(N'
お
)
は
手
形
劇
引
額
は
宛
上
顕
の

一
定
割
合
と
す
る
。
現
実
は

金
融
逼
迫
時
に
割
比
が
大
と
な
る
し
、
ま
た
受
取
手
形
で
入
金
す
る

割
合
に
も
依
存
す
る
で
あ
ろ
う
が
。
此
処
で
は

一
定
と
し
て
.
そ
の

決
定

メ
カ
昌
ズ
ム
の
説
窮
を
避
け
て
い
る
.

(P
呂
V
は
売
額
の
全
て
が
受
手
売
掛
金
死
生
に
等
し
い
こ
と
を
示

す
。(h。.
㎝
一)
は
受
手
売
掛
金
引
落
茜
が
受
手
満
期
入
金
高
売
掛
金
回
収

高
と
受
手
割
引
顧
の
合
計

に
等
し

い
こ
と
を
表

わ
す
。

〔h。.総
》
は
支
払
利
息
割
引
料
は
娼
期
及
び
畏
期
借
入
金
利
息
と
手

形
創
引
料

の
合
計
と
か
ら
成
る
こ
と
を
表
わ
す
,

お
』
ω
)
ー
(hひ■
廓
巳
で
は

一
般
管
理
販
売
費
.
利
息
割
引
料
以
外

の

そ
の
億
営
業
外
費
用
.
営
業
外
収
益
を
廃
上
蟹
の

一
定
劇
合
と
置

い

五
五

(断
五
き

■



「.」.
嘱

.
F

て
い
る
.

(ド
霧
)
は
現
金
流
入
額

の
構
成
を
示
す
。

(騎
』
3
は
損
益
計
算
書

に
基
づ
く
利
益

の
定
義
で
あ
る
。

(ド
田
》
は
法
人
税
の
決
ま
り
方
を
示
す
.

(ド
切
⑩
)
は
純
利
盆
の
定
義
.

(ド
8
}
は
筏
負
賞
与
を
純
利
益
の

一
定
鶴
合
と
お
く
。

(応。
.
9
∀
は
現
金
支
幽
額
の
構
成
を
示
す
。

(ド
露
}
ー
(ド
8
》
は
資
本
金
以
外
の
そ
の
位
自
己
資
本
の
増
減
が

純
益

マ
イ
ナ
ス

(配
当
な
ら
び
に
役
員
實
与
の
支
払
額
)
に
よ
り
定
義
さ

れ
る
こ
と
を
示
す
。

.
五
六

ハ国
弁
0
》

命
.忠

)
～

筍
'鐸

)
の
二

一
個

の
式

は
蒐

ス
ト

ッ
ク
変
弦

と
.
対

応

す

る

フ

ロ
ー
変
教

と

の
関
係

を
示
す
.

そ

の
意

味
は
§

二
.
三

の

一

の
解

説

で
明
ら

か
で
あ
ろ

う
。

(5。'o。U
と

〔ド
霧
)
は
平

均
売
上

量
.

平
均

材
料
投

入
量
を
作

る
た

め

の
平
滑

化
を
行

な
う

(9
二
。
三
の
三
参
照
)。

(h。
』
圃)
は
前

時
点

(4
以
前
)

の
使

用
繊
資
本

を
.
前
継

資

と
し

て
記
憶

す

る
た
め

の
式
で
あ

る
。

(婦
.o。
o。V
は
便
用
総

資
本

の
定

義
.
貸
借
対

照

表

の
借
方

舎
計

に
よ

り
行

な
5
.

勿
論

こ
の
定
義

は
貸
方
含

計
を

と

っ
て
も

よ
い
.

一.一.
三

補
足
的
説
明

誌
処
で
は
こ
の
節
で
使
わ
れ
て
い
る
幾

つ
か
の
概
念
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
。

冒

巨

8
層..
き
ぼ

毛

出
①『

俸

8
黄

HO
曾

を
参
照

し
て
欲

し

い
.

全
般
的

な
解
説

は
.

}

藁
盗
錯
'
句
.
ミ

■
霞
巳

量

琶
』

一
.
デ

ル
タ

・
タ
イ

ム
に

つ
い
て

シ
ミ

ニ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
進
行

は
.
連

続
な
時

間

`
を

等
間
隔

な
時
間
き

ざ

み
漉

に
区
切

っ
て
行

な
わ
れ

る
。

各
時

間
幅

の
終

り

の
時
点

で

ス
ト

ッ
ク
変
数

の
値
が

定
義

さ
れ

て
い
る
。

い
ま
あ
時
点

で
或

る

ス
ト
ッ
ク
変
数

の
値
が

m
(馬。)
で
あ
り
.

も
時

点

で

しロ
(肺し

と
な

っ
た

と
す

る
.

妬



か
ら

銑
ま

で
の
期

間

に
お
け

る
そ

の
ス
ト

ッ
ク
変
数

へ
の
流
入

フ
ロ
ー
を

"
る

。し
し

流

出

7

ロ
ー
量
を

国
"
(馬。、
e

と
し
.

謎
隔
ひ
1
鴨。
と
す

.れ

ば
、
(h2■
◎oε

果
肺し
11
只
騰。)
+
昏

葛

否
3
こ

1
国
る
3
e

}

で
あ

る
。

イ

ン
ダ

ス
ト

リ
ア

ル

・
ダ

イ

ナ
、ミ
ッ
ク
ス
で
は
S

を

レ
ベ

ル
変
数
.

職
、
恥

を

レ
ー
ト
変
数

と
呼

ん
で
い
る
。
時

間
き
ざ

み
4

の
大

き

・さ

は
。
島

.
恥

の
単

位

の
と
り
方

と
無

関
係

で
あ

る
点

は
重
要

で
あ

る
。

何
故

な
ら
.

鴻
を
充
分

小
さ
く

と
れ
ば
.

ど

の
よ
う
な
規
像

も
逐
次

型

摸

型

で
記
述

し
う

る
と
思

わ
れ
る
か

ら
。

わ
れ

わ
れ

の
次
章

の
実

験

で
は
.
血
を

五
日

C
、謬

年
)
に
と
り
.

R

の
単
位

を
年

に
と

っ
て
い
る
.

噛

二
.
時
間
運
れ
に
つ
い
て

こ
の
模
型
で
は
、
時
間
遅
れ
に
.
所
謂
指
数
遅
れ
型
を
採
用
し
て
い
る
"

一
定
の
拡
り
を
持

っ
た
遅
れ
を
表
わ
し
.
か
つ
電
子
計
算
濃
に
お
い

て
そ
れ
ほ
ど
認
憶
装
置
を
占
拠
し
な
い
と
い
う
意
味

に
お
い
て
.
便
利
な
型
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
こ
れ
を
採
用
し
た
。
以
下
こ
の
説
男
を

俺
単
に
し
て
み
よ
う
。

平

均

6
の

備
次
襲

遅
れ

は
.
瓦
を

イ

・
ブ

。
・
.
恥

を

ア
ウ
・
ブ

ッ
・

と
す

る
と
き
次

の
式

に
よ
り
生

み
出
さ
れ

る
.

.

.
貧

8

)

一
開即 閑9コ の
臨 龍II[1

耀 習 睾0

養 』.養
II
国"
V)

企
寮

行
励
リ

シ
ミ

呂
レ
ー
シ

蟹
ン
分
折

五
七

(四
六

ご



も
..i.

.

P

..

} ρ
開
P
o十
誉

「
1
瓢
画
露
》

ぞ

箭

窒

.

五
八
ρ
Ω
剛
六
二
)
.

た
だ

し
酔

.
:
:
・・.
亀

億
指
数
遅

れ

の
た
め

の
ス
ト

ッ
ク
変
敬

、
理

は
亀

の
凄

時
間
前

の
値

.
馬

・」
:
..
臨

は
屯
閥

の
7

ロ
ー
量

で
あ

る
.

こ
の

シ
ス
テ
ム
か
ら
臨手

る
捷

対
す
る
応
答
馬
が
ど
の
よ
う
な
髪

な
る
か
に
関
し
て
は
、
ぎ

毒

前
掲
書
葬

し
い
.
此
処
で
は
、
4
が
o
にし

近
づ
く
と
き
こ
の
系
は
徹
分
方
程
式
系
で
表
わ
さ
れ
る
が
.
そ
の
際
イ
ソ
プ
ッ
ト
塒
に
所
讃

ユ
ニ
,
ト
イ
ン
パ
ル
ス
を
入
れ
た
と
き
に
、
応
答
縣

の
形
が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
を
考
察
し
て
お
こ
う
.

.

」
馬↓

O
の
場
合

の
暴
.次
指
敬
遅
れ
の
系
は

(
ド

O
　
)

罫

.

融
[

晦
些
歯

ゆ

-
腎
F

l
卸

=

F
㍉
蘭

.
ア

ニ

を
消
表
す
れ
ば

「噛

・
蘭

き

'

.田.厄



「

§
轟
露

初
期

状
態

で

酔
(O)
1ー
…
11
酔

(OY

O

と
仮
定

し
か

つ
、

(器

ロ
)

契

い)11
暴

L

11
。
"

閥
P
.
肺V
。

な
る

ユ
ユ
ッ
ト
イ

ン
パ

ル

ス
を

国
る

)
に
採

用
し

た
と
き
.
胃
阻
+一
に
関
す

る
時
間

解
は

萎̂

)

劉

・
劉

却

「
(
§
)
馨「

.・,
蝿
.

と
な

る
。

こ
の
導

出
過
程

は
省
略

す
る
。

こ
の
応

答

の
面

積

は

書

・)
ト
げ
…
軋」

瓢

象

蝿
)葦卜
臼
}

,岬、
昏

,
野

(讐
嘩

"
一

ま
た
、
各
時
点
に
お
け
る
応
答
の
大
き
さ
で
ウ

ェ
イ
ト
づ
け
し
た
遅
れ
の
加
重
平
均
は

「

(§

)

卜
魯
暴

-
籍
芽

(
§9
)
筆
卜
8
馬澗
。,岬
ざ

臆
・・
亥

喉

辱

h
9

企
朶
行
動
の
シ
ξ

噛
か
ー
シ
.
ソ
分
析

五
九

(四
六
三
》



,

そ
れ

故
.

(鱒
・
O
『
V

σ
を

「
平
均
遅

れ
」

と
呼
曜ぶ

こ
と
に
は
意

強
が
あ

る
こ
と
が
分

る
.

ト
8
糞

・
塾

蝿
),卜
,
・}
・・
ぎ

、卦

翁
嘩

隷
十
　

胆
㌧

蓑

・̂
婁

轟

よ

,
垂

人

h

憲

).

」

酵
・・(

了

.

∴
か
く
も
て
.

答
匹
ひ
ろ
が
り
に
小
さ
く
な
る
。
.

三
.
指
数
平
滑
濫
に
つ
い
て

.
平
亮
量
.
平
材
量
な
害

の
平
滑
化
変
数
を
作
る
の
に
.

次
に
遷
れ
の
分
散
を
求
め
よ
5
.

9

六
Q

(匹
六
ε

9

.

'

ド轟

-
串

次
の
こ
嘉

夏

肉

平
均
遅
れ
・
が
一
定
で
あ
琵

襲

嚢

・
次
鶉

誓

く
な
・
警

・馳
ゐ

の
オ
ー
ダ
斐

応

§
↓
8

.
の
と
き
応
答

は

ユ
ニ
ッ
ト
イ

ン
バ

ル

ス

q
f
二
"
ζ
謄
噛
、齢閥
3

劉

ユ
籠
ρ

騨壮
亀

と
な

る
,

.

こ
の
研
究
で
傭
.
指
数
平
清
法
を
用
い
て
い
る
.
指
数
平
滑
法
は
.
過
去

の
変
数

の
値

7



物

に
幾
何
級
数
的
重
み
づ
け
を
し
て
合
計
す
る

一
種
の
移
動
平
均
で
あ
る
。

と
す
れ
ば

(ド

§

養

)高

(馬㌢

蒔

衰

肺ε
肺・)幽

(・.)}

に
よ
り
平
滑
化
が
行
な
わ
れ
る
。

R
を
平
滑
化
す
ぺ
き
変
数
.
Y
を
平
滑
後

の
変
数
.

α
を
平
滑
化
定
教

.

・

第
三
節

模
型
の
適
合
性
に
関
す
る
実
験

三
.

印

実
験
対
象

.

,

-

第
二
節

で
述
ぺ
た
模
型
が
.
実
際
の
企
業
活
動
を
ど
の
程
度
記
述
し
う
る
か
に
つ
い
て
.
実
験
を
行
な
ラ
,

対
象
と
し
て
は
富
士
製
鉄
の
昭
和
二
十
入
年
三
月
期
か
ら
三
十
三
年
九
月
期
ま
で
の
六
年
間
の
デ
ー
タ
を
用
い
る
。
他
の

一
般
の
企
業

へ
容
易

に
適
用
で
き
る
こ
と
を
狙

っ
て
、
三
菱
経
済
研
究
所
の

「
本
邦
事
業
成
績
分
析
」
に
所
載
の
デ

ー
タ
に
対
す
る
適
合
度
を
調
ぺ
る
こ
と
に
し
た
。

　

(た
だ
し
労
員
の
み
は
東
京
証
券
坂
引
所

「上
場
会
社
総
覧
」
よ
り
と

っ
て
い
る
V。

一
.
ま
ず

「本
邦
事

業
成
績
分

析

」
の
デ

ー
タ
を
表

5
に
掲
げ

る
.

こ
の
よ
う

に
.
先

の
表

1

お
よ
び
表

2
の
中

の
二
六
個
が
競

測
可
能

変
教

B

で
あ
る
。
総
資

も
観

測
可
能

で
あ
る
が

惚
報
が
重

複
す

る

の
で
除

外
す

る
。

二
、
次

に
.
外
生

変
数

Z

の
値

を
表

6

に
掲
げ

る
。
以

下
そ

の
出

所
を
簡

単
に
説

明
す

る
、

ヒ

Z
1
製
品

価
格

…
富

土
製

鉄

の
販
売

品
目
金
額
構

成

を
ウ

ェ
イ
ト
と

し
て
作
成

し
た

ω
一
韓

1ー
ポ
◎
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ラ

ス
パ

イ

レ
ス
式
価
格

指
数
.

詳
し
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は
岩
田
暁
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「
我

国
鉄
鋼
業

に
お
け

る
企
業
行
動

の
研
究
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三
田
商
学
研

究
第
三

巻
第
五
号

、

【
九

穴
○

年
参

照
。

Z

2
原
材

料
価
格

…
富

士
製

鉄

の
投

入
物
費

用
構

成
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だ
し
労
驚
費
は
除
く
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を
ヴ

ェ
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し
て
作
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し
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一斡
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一魍8
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'
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お

イ

ス
式
価

格

指
数
.
前
掲

文
献

に
お
け

る
作

り
方

に
大
体
似

て
い
る
。

Z

3
設
備
価
格

…
日
銀

作
成

の
資

本
財
価

指
数
。

ω
一
盆

11
一.
O
OO
。

日
銀

「卸
売

物
価
指

数
年
報

」

Z
4
定
期
給
与
…
富
士
製
鉄
の
平
均
給
与
年
額
.
単
聾

○
○
万
円
/
年

「上
場
会
社
総
寧

。

Z
5
残
業
賃
率
…
毎
月
勤
労
統
計
の
常
用
労
働
者
決
ま

っ
て
支
給
す
る
給
与
、
単
位

一
Q
Q
万
円
/
年
。

Z
6
受
手
割
引
率
…
全
国
銀
行
割
引
平
均
金
利
.
日
銀

「本
邦
経
済
統
計
」

Z
7
短
期
借
入
利
寧
…
全
国
銀
行
貸
付
平
均
金
利
。
前
掲
書
。

.

Z
8
長
期
借
入
利
寧
…
東
京
銀
行
協
会
社
員
銀
行
証
書
貸
付
平
均
金
科
。
前
掃
書
。

Z
9
平
均
利
回
り
…
配
当
金
/
資
本
金

Z
10
生
産
財
賃
格
指
教
…
β
銀
作
成
の
生
産
財
価
格
指
数
。
圓
銀

「
卸
売
物
蟹
指
数
年
報
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分
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単
位
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単
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三
..
次

に
外
生
化
さ
れ
て
い
る
決
意
変
数
X
の
値
で
あ
る
が
.
次
の
よ
5
に
し
て
い
る
.

X
1
霞
備
披
資
量
.…
設
備
粗
投
資
額
/
設
価
。
設
投
デ
ー
タ
は
蔚
掲

「
我
置
鉄
鋼
業
に
お
け
る
企
業
行
動

の
研
究
」
に
よ
る
.
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労 雇 。・・。L・ ・新

RS
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7 31.3 31fiO 一60 一sssz ㍑ a

8 9 10190 1910 一9732 .一786 a

9 32.9 14421 wio 一636 一192 卿.
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112 9 23577 脇 180DIl1B4A1 14000
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繋
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渠
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師曇

退
職
敬
が

不

明

の
た

.
め
.
從
業
員
数

の
増
減

宗

自

庫

庫

庫

賃

量

員

量

資

資

量

力

量
を
労
雇
と
し
.
勢
働

資

他

襲

仕

材

設

建

勇

平

融

前

平

能

の
解
雇
退
職
教
は
常
に

U

弱

笛

η

18

皿

20

ぜ
ロ
と
す
る
。
労
雇
の

日

大
き
さ
は
マ
イ
ナ
λ
に

讃

臓
叢

驚

麗

嵩

灘

・
な
・
う
…

与

る
.X

3
短
期
斬

規
借

入

預

売

品

掛

高

顛
.仮

産

買

当

借

借

負

…
新
規

借
入
.

返
済
頓

そ
れ
ぞ

れ
に

は
不
明
な

現
.
受

襲

仕

材

股

建

飽

支

税

短

畏

値

の
で
、

燈
期

逼
済
額

は

1

2

3

4

5

6

7

8

9

m

11

12

聡

常

に
ゼ

ロ
と

お
き
.
短
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塑
雛
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綴
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灘

一

1

2

3

4

:

7

8

急

n

註)偶 の大 き さは 表10

ラ メー タ値 を採用 した と

値.

を
使

用

し
た
。

伽
次
指
致

遅
れ

で
は

ロ馳
",oo
2
…

oα
灘

が
あ

る
わ
け

で
あ

る
,か

能

で
あ

る
.

し

か
し

S

の

02
ご
q陰
『

.・層の
溺
へ
の
配
分
額
が

分
ら

な

い
。

全

く
便
宜
的

な
処
置

で
あ

る
。
す
な

わ
ち

・・
.
蚤

ー

鼻

幽

。・

。

各
s

の
大
き

さ
は
.
遅

れ
を
各

・
の
ア
宝

プ

ッ
・

の
名
称

で
表

示
す
れ
ば
表

9
の
如

く

で
あ
る
.

た
だ
し

・

の

中
短
返
.
長
逝
に
実
際
に
は
使
用
さ
れ
な
い
。

六
、
最
後

に
こ
の
節
の
実
験
に
使
姐
し
た
パ
ラ
メ
ー
タ
の
値
を
表

10
に
示
す
。

各
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
は
次
の
如
く
に
し
て
行
な

っ
た
。

P
1

融
儲
11
N
滋
冷
＼

(図

隷
紗
+
M]
壽
購
)

.
た
だ
し
Σ
は
二
十
七
年
下
期

(
二
十
八
年
三
月
期
)
よ
り
三
十
三
年
上
期
ま
で
十
二
期
間

(六
年
尚
)
の
合
計
を
示
す
。

P
2

啓
隙
辞

"
図

蒔
暉
＼
凹

群
罰

p̀
3

蒔
,
拝
↓

]
凄
津
＼
歴

扉
剛

、

企
察
行
贈

の
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
分
析

.

六
五

(四
穴
九
)

新

11
短
期

借
入

残
の
増
減
額

と
す

る
。

X

4
長
期
新

規
借
入

…
上

と
同

様
な
理

由

に
よ
り
、

長
新

1ー
長
借

の
増
減
額

と

し
.

長

返

睡
0
と
す

る
。

X

5
増

資

…
こ
れ

は
単
純

に
資

本
金

の
増

加
額

を
と
る
。
減

資

凋
G
。

デ

ー
タ
臓
表

7
参
照

。

四
、

入
ト
ッ
ク
内
生

変
数

の
初

期
値

の
値

を
表

8

に
掲
げ

る
。

　

五
.
指
数
遅
れ
に
関
す
る
ス
ト
ッ
ク
変
数
の
初
期
値
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
値

.

(§
二
.
三
の
二
参
照
)
02
r+
…

+
炉

の
大
き

さ

S

は
通
常
観
測

可

そ

こ
で
.
S

の
大
き

さ
を

伽
等
分

し

て
割
当

て
る

こ
と

に
し
た
。

こ
れ
は

.
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こ
こ
で
.材
投

景

は
.
宥

価
証
券

報
告
書

よ
り
.

労
務
費

お
よ
び

経
費

を
求

め
、
製
造

原
価

よ
り
そ
れ

ら
を
差
引

き
、

.
得

た
。

た
だ
し
廻

曳

11
識

輯

+
」

(爆
罰
+
茸
溺

+
鳶
準
)
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ま
た
材
庫

は
単
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に
材
高

を
材

価

で
除

し

て
推

定
し
た
。

り
得

た
。

ド%

P

5

退

率
は
先

に
述

べ
た
理
由

に

ょ
り
ゼ

ロ
と
お
く
。
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(畔
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昨
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た

だ
し
生
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量

は
次

の
よ
5

に
し

て
推
定

し

た
。
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Il8i長 偏

.19… 受 平

:201受 偏

i2U生 平 …1;i

山
!、
幽 し
'、

(
囚
七
〇

}
.

原
材
料
価
格
に
よ
り
除
し
て

材
高
は
有
価
証
券
綴
告
書
よ

肝

照

閲
(識
強
＼

副
輯

)
莞
還

弼
＼
濯

宜

P

7

購

優

11
図

購

誉
＼

図

聾

彊

P

8

廃

率
.

こ
れ

は
有
価

証
券

報
告

雷

の

情
報

よ
り

大
略

P
8
α

に
等

し

い
と
置

く
。

P
9

靖

羅
詳

11
図

曝
協
＼

図

灘
轍

P
10

膏

単
拝

11
M

富
孕

羅
＼
識
盤

P
11

享

跳
詳

11
図
.孕
財
＼

図

剛

轍

P
12

樽
溝

漆

11
図

噂
隣
＼
図

諮

財

P
13

早
煮

11
一＼

矯

衡

以
下

P

14
耐
偏

.
P

20
受
偏
.

P
舩

生
偏
、
P

24
建
偏

P

26
支

偏
.

P
30
配
偏

.

の
遅

れ

に
関
す

る

一
六
個

の
.標

準
偏
差

は
.
情

報
が

不
足
な

の
で
各

々
の
遅
れ
平

均
を
考



慮

し
適

当
な
値

を
置

い
た

。

P
15

.短
平

.
P
16

短

偏
.
P
.17

長
平
.

P
18

長
偏

は
、
決
意

変
数

の
値

の
説

明
で
述

ぺ
る
理
由

に

よ
り
.
こ
の
実

験
で

は
そ
の
値
を

推
定
す

.る
必
要
が

な

い
。

.
P
19

糠
{

11
M
】
隙
識

＼

(副
蝕

静
廼
拝
)

P
21

肝
招

11
図

降
輩
＼

図

鯉

強

P
羽

催

剰

匹
図

陶
慮

＼
図

聾

薄
職

P

%

博

"

腿
図

殴

瑚
＼
凹

(識
満
強

+
留
鮪

懲
)

.

P
留

蝕

剰

11
図

戴

脹
＼
M
]
離

野

P
四

配
平
、

こ
れ

は
大

体
次
期

の
半
ば

頃
に
配

当
、
役
賞

が
支
払

わ
れ

る
も

の
と
み
て

ρ

bD
㎝
を
置
く
。

P
31

生
定
項

.

P
32

生
設
弾

、
P

詔

生
労
弾

は
、

能
力
.

設
量
.

労
員

の
対
数
デ

ー

タ
か
ら
最
小
自
乗

法

に
よ
り
求

め
た
。

能
力

デ

r
.タ
は

.先

に
求

め
た
生
産
量

デ

ー
タ
の
過
去

の
最
高

水
準
を
現
在

の
能

力

と
見
倣

し
た
。

こ

の
点

で
相
当

な
誤
差
が

混
入
す

る
か
も
知

れ

な

い
.

.P
糾

材

定
項

.
P
お

材
設

弾
渦

P

36

材

労
弾

は
.

(材
投
量
/
稼
率
)
を
従
属

変
数

と
し
、

設
量

と
労
員

を
独
立
変

数
と
す

る

最
小
自
乗

法

に

よ
り
推

定
。
稼

率
は
生
産
/

能
力

に
よ
り
推

定
す

る
.

P
37

定

時
噛

こ
れ
は
鉄
鋼

茱

に
お

い
て
大
体

二
交
替

が

一
般

と
み

て

2
事

と
お
く
。

.

胞

P
銘

巌
濯
蕎

11
M
]
濯

即
＼
図

這

繭

P
諺

平
売
定

.
P

40

平

材
定
、

こ

の
二

つ
は
全
く
推

測

不
可
能
な

の
で

↓
応

9
㎝
と
置

い
て
み

る
.

,

.

P

41

割

比
、

こ
れ
も
憶
測

で

O
鋲

と
お
く
、

「

企
粟
行
懸

の
シ
・
三

レ
ー

シ
ョ
ソ
分
析

占
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七

(四
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「
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.

.

六
八

.

.
(瞭

七
二
)

(
柱
1
)

Z

11
需
更

の
値

と

し
て

は
.

二
の
模

型

(
P
&

式

参
照

V

か
ら
す

れ
ば
.

富

士
鉄

に
対
す

る
.

そ

の
価
格

で

の
露

璽
糞

を

と
る

ぺ
き

で
あ

る
の

で
亮

額

/
製

価

と
す

る

の
は

一
つ
の
近

似

で
あ

る
.
環

在

の
段
階

で

は
需

妻

量

の
デ

ー
タ
は

な

い
。

将
来

研
究

が
進

ん

で
.
飽

の
企
業

な

ら
び

に
需
妻

者
傭

に
関

す

る
篠

璽
が

追
鮪

さ
れ
.

市

場
に

お
け

る
価
格

形
成

メ
カ

昌
ズ

ム
が

シ
ミ

ュ
レ
ー

シ

翼
ン

・
モ
デ

ル
中

に
内

生
的

に
取

り
入

れ
ら

れ
れ
ば

.

こ

の
間

鰭

は
解
決

す

る
.

.

ゴ

三
.

二

実
験
結

果

.

初
期
値

.
外

生
変
数
.

決
意
変
数

、

パ
ラ

メ
ー
タ

に
前
節

に
示

し
た
よ
う

な
値
を

と
ら

せ
シ

ミ

ヌ
レ
ー

シ

ョ
ソ
実
験
を
行

な

っ
た
。

時
間
き
ざ
み
砦

し
て
は
.
(馨

皐

詐
了

(驚
議

首

轟

)
轟

の
最
小
禦

.
覧

よ

輩

§

ω
。
膚

9
塁

ω
で
あ
る
・」
と
を
考

慮
し
て
.
そ
の

⊥
・

で
あ
る
約
吾

間
す
な
わ
ち
帝

ρ
。
一。
遷

薯

を
使
用
す
為

・
れ
呈

長
い
・
震

遅
れ
の
近
似
が
茎

く
行
か

ず

.
ま
た

こ
れ

よ
り
短

か
く
す

る

と
、

計
算
機
使

用
時
間

が
長

く
な

る
.

実
験
期

間
は
昭
和

二
十

七
年
十
月

一
日
よ
り
昭
和

三
十

三
年

九
月
三

十

日
ま

で
の
六
年
間

で
あ
る
.
使

用
し

た
機
械

は
慶

応
大
学

三

田
電
子
計
算

室

の

田

冨
一露
O

で
あ

る
。

結

果
を
図

ω
.
一
よ
り
図

恥
』
O
の

一
〇
枚

の
グ

ラ

フ
に
示

す
。

表

1
.
2

に
掲
げ

た
全

変
数

の
動
き

を
示
す

の
は

紙
幅
が

許
さ
な

い
か
ら
重

要

な
変
数

だ

け

に
隈

っ
た
.
変
数

の
値

は

「
ヵ
月
毎

に

(六
回
に

一
回
)
印
刷

さ

せ
て
あ
る
。
図

の
横
軸

の
目
盛

り

の
上

の
数
字

は
月
数
、

下

の
数
字

は
.
実

際

の
昭
和
年
月

を
表

わ
す
。

馳

表

5

の
観
測

可
能
変

数

の
値

は
、
○

印
で
図
中

に
示

さ
れ

て
い
る
。

フ

ロ
ー
変

数

に
つ
い
て

は
各

半
期

に
お
け

る
平
均
値
が
観

測
さ

れ

て
い
る

わ

け
で
あ

る
か
ら
.
例

え
ば
昭

二
十
七

年
下
期

の
俺

は
昭

和

二
十

七
年
十

二
月
す

な
わ

ち
中

央

の
三

ヵ
月
目

の

と
こ
ろ
に
プ

ロ
ッ
ト
し

て
あ
る
.

7

ロ
ー
変
数

の
観
測
値

は
O
印

を
破

線

で
結

ん
で
あ

る
。

な
お
図
竃

器

護

.
腎

酔

茸

量

で
三
年
肇

験
を
行
な
・
た
彙

を
点
線
で
示
し
て
あ
る
。

「
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、

実
験
結
果
は
前
節
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
が
.
こ
の
実
験
に
よ
り
得
ら
れ
た
理
諭
値
と
.
実
測
値
と
の
適
合
の
度
合
い
に
つ
い
て
次

の
よ
う
な

.尺
度
を
考
え
る
.
第

義

測
可
能
変
数

の
ε
時
点
の
理
諭
値
を
、
銭

実
原
嬉
を
恥
と
す
る
、

ラ

(駒。
.

ご

9

叫
貿

塑

隔1

ω
し
"＼

図

切
評

.

●

"

　

ラ

.(P

g

O
11
舶

輿

◎5
「

野

V"＼
図
凹

累

腎

ロ

　

れ

だ
だ

し

Σ

・
は
実
験
期

間

全
俸

に
つ
い
て

の
合
計
を
示

ず
.
亀

を
第

.3
観

測
可
能

変
数
3
5
の
乖
離

度
.

一Q
を
全
乖

離
度

と
乎
ぶ

こ

と

に

し

よ

う
.
表

11

の
上
方

の
二
行

に
こ

の
実
験

に
お
け

る
α
、

一Q

の
値

を
示
す

。
第

一
行

は
昭
和

二
十

七
年
十
月

一
日

よ
り

二
年

間

の
乖
離
度

、

第

二

行

は
同
じ

く
六
年
閻

の
乖
離

度

で
あ

る
.

六
年
間

に

つ
い

て
の
全
乖
離

度

は
二
年

間

の
そ
れ

と
比

ぺ
る

と

一
、

五

五
%

か

ら
二
.
○

八
%

へ
と
大

.-

き

く
な

る
。

し

か
し
、
純

益
、

売
原
.
利

割
.
他

外
費
.

役
賞
.
建

仮
.
他

産
、
税

当
.
他

負

の
九

個

の
変
数

の
.乖
離

度

は
減

少
す

る
。

こ
の
よ

う
に
全
体

の
適
合
度

が
向

上
し

て
も

、
個
別

の
変
数
が

各

々
良

く
な

る
と
は
限

ら
な

い
。

.次

に
、
各

パ

ラ

メ
ー

タ
の
数

値

の
変
化
が

こ
の

よ
う

に
定
義

し
た
乖
離

度

に
ど
の

よ
う

に
影
響
す

る

か
を
調

べ
.

そ
れ

に
よ
り
ど

の
バ

ラ
メ
ー

.
タ
を
重
点
的

に
精
度

を
高

め
て
行
く

べ
き

か
の
指
針

に
し
た

い
。
次

の
二

つ
を

定
義
す

る
。

功
を

.7
番
目

の
パ

ラ

メ
ー
タ
と
す
れ
ば
.

■

(ω
■

ω
V

・㌔

-
鞭

,

」

(ω
.

凸
)

割

申

・

す
な
わ
ち
近
似
的
に
言
え
ば
.

恥
は
R
の
み
が

一
%
変
化
し
た
と
き

の
第
・3
変
数
の
乖
離
度

の
変
化
額

の
符
号
を
変
え
た
も
の
.
従

っ
て
適
合



.」

..

度

の
向

上
率

を
示
す

。

一
菊
は
同

じ
く
葛

の

一
%
変
化

に
対
応

す

る
金

体

の
適

合
度

の
向

上
度
合

を
近
似

的

に
示

す
.

恥
を
第

.3
変
数

の
適

合

度

の
第

.,
パ
ラ

メ
ー
タ

へ
の
反
応

係
数
.

[恥
を
第

.3
パ

ラ
メ
ー

タ

へ
の
全
反
応

係
数

と
呼
ぼ

5
。

計
算

時
間

を
要
す

る

の
で
、

実
験
期

間
を

二
年
間

と
し
て
.

一
二
個

の
パ

ラ

メ
ー
タ
を
選

ん
で
実
験

し
た
結
果

は
表

12

の
第
三
行

以
下

に
示
さ

れ

て
い

る
。

結
果

を
み
る

と
同

一
パ

ラ

メ
ー
タ

へ
の
個

別
反
応
係

数

と
全
反
応
係

数

の
符

号
は

必
ず

し
も

一
致

し
な

い
こ
と
が
分

る
.

つ
ま
り
旨

パ

ラ

メ
ー

タ
を

変
化
さ

せ

て
も
.

あ

る
変

数

の
当

嵌

り
は
良
く

な
る
が

.

他
の
変
数

は
悪
く

な

る
と

い
う

よ
う

に
、

適
倉
度

へ
の
影
響

は

一
様

で

な
い
。

・
た
墓

労
護

・
・
募

・
良
・
(ー

-
ρ
…
)
…

が
・
薔

…

点
讐

さ
れ
・

第
四
節

企
業
の
長
期
決
意
に
関
す
る
実
験

皿
.

「

企
業
の
長
期
予
想

の
模
型
F
S
M
10

前
節
の
実
験
で
は
五
個
の
決
意
変
数
す
な
わ
ち
.
設
投
量
.
労
雇
.
短
新
、
長
新
、
増
資
.
が
外
生
化
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
変
敬
の
決
定

メ
カ
一一
ズ
ム
に
開
し
て
.
従
来
よ
り
重
回
帰
分
析
に
よ
る
投
資
函
数
、
労
働
需
要
函
数
、
資
金
需
要
函
数
な
ど
の
測
定
が
数
多
く
行
な
わ
れ
て
来

た
の
で
あ
る
が
未
だ
完
全
な
結
論
を
碍
て
い
な
い
。
そ
こ
で
.
こ
れ
ら
の
諸
量
の
決
定
機
構
に
関
し
.
何
ら
か
の
手
掛
か
り
を
掴
む
た
め
に
、
前

節
ま
で
の
模
型
を
使
用
し
て
.
企
業
の
長
期
予
想
過
程
に
関
す
る
.

↓
つ
の
実
験
を
試
み
よ
う
.

企
業
は
或
る
時
点
.
例
え
ば
昭
和
二
十
九
年
下
期
の
期
首
す
な
わ
ち
昭
和
二
十
九
年
十
月

一
目
に
お
い
て
、
将
来
の
企
業
活
動
に
つ
い
て
予
想

を
し
.
そ
の
際
企
業
が
最
適
と
思
う
手
を
そ
の
期

〔半
年
)
の
間
に
実
現
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

そ
し
て
そ
の
期
が
過
ぎ
て
次
の
期
三
十
年

上
期
期
首
に
な
る
と
.
改

め
て
計
画
を
立
て
る
。
こ
.の
よ
う
な
仮
足
が
若
し
正
し
い
と
す
れ
ば
.
各
期
の
前
期
末
の
状
態
で
将
来
を
予
想
し
た
と

き
の
、
予
想
さ
れ
る
将
来
の
利
潤
や
.
流
勤
性
の
状
態
が
そ
の
期
首
に
決
意
さ
れ
る
政
策
と
当
然
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
。

企
纂
行
動
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シ
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ュ
レ
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シ
ョ
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分
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そ

こ
で
、
、前
節
の
模
型
を
使
用
し
て
.
企
業
主
体
の
立
て
る
将
来

の
企
業
活
動
の
予
想
に
関
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
シ

を
実
際
に
行
な

っ
て
み

よ
テ
闘

.

.

・

.　

.

.・

.
次

の
よ
5
な
仮
定
或
い
は
変
更
を
す
る
。

.

.

.

.

.

.

.
一
..
外
生
変
数
の
予
想
に
関
す
る
仮
定

企
業
鳳
次
の
よ
う
な
仕
方
で
外
生
変
数
の
将
来
値
に
関
す
る
予
想
を
す
る
と
仮
定
す
る
。

第
.脇
外
生
変
数
孟
の
.
指
数
平
滑
に
よ
る
過
去
の
伸
び
率
の
平
均
値
を
q
と
す
れ
ば

⑥

じ

§

臨
£

斗
)轟

〔暮

墨

・Y
黛

皇

〒
簿)}＼
(怨

鼻

b↑
己
許

糞

・壱

湘
だ

し
.

α
轄
平
滑

化
定
数

.

島

絃
外
生
変
数

観
測
デ

ー

タ
時

間
刻
み

と
す
る
。

こ
の
分
析

で

は

}
ーー
ρ

m
醤

と
置

い
て

い
る
邑

時

点

ち

か

ら

の

(ひ
馬十
恥
V
時

に
お
け

る
外

生
変
数

の
予
想
値

は

(
↑

,。
}

暴

魑
‡

&

"

暴

。
閣
..
+

琶

'
、

O
,
3
,
卵
、)

で
あ

る

と
仮

定
す

る
.

こ
の

よ
う

鵜
し

て
、

各
期

の
期
首

に
お
け

有
q

を
計
算

し

た
結
果

は
表
12

の
よ
う

に
な

る
。

二
覧
決
意

変
数

の
将
来

の
計
画

に
闘

す

る
仮

定

企
渠

は
.

.

.

.聾

磁

+
耐

獄

11
昂

.

・

壕
垣

11
5

諭
粛

ー1
5
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の
五

っ
の

ス
ト
ッ
ク
変
数

の
将
来
値

に

つ
い
て
.
次

の
よ
う
な

計
画
を

す
る

と
恨
定
す

る
。
幾
委

ワ)
を
前
期

末

の
実

際

の
水
準

と

し
て

(継
.
ω
)

圃
ゐ
)ー1
賊
汽
こ

・、
.〔舳,
馳。冒・
画
11
一
も
一
・:
.
朝

一
こ
こ
で

α
は
将
来

の
需
要
額

に
関
す

る
伸
び

率

の
予

想
値

で
.

(凸■

れ
)

慶
冊
9

+
O
=
+
9

蕃
O
=

で
あ
る
。
.各
時

点

の
決

意
変
数

の
値

は
仏

の
値

か
ら
逆
算

さ
れ

る
。

三
、
遅

れ
の
型

お
よ
び
4

の
値

の
変
更

企
粟
行
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の
シ
ミ
轟
レ
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シ
冨
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分
析
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「団

遅
れ
の
型
を
指
致
遅
れ
か
ら
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
遅
れ
に
変
更
す
る
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
遅
江
と
は
、
指
教
遅
れ
に
お
け
る
次
教
鎚
.を
無
隈
大
に
し
た

、

場
合

(す
な

わ
ち
遅
れ

の
標

準
偏

差

"
0
)

に
相
当
し
.

或

る
時
点

の
イ

ン
プ

ッ
ト

は

そ

の

ま

ま

o
時
聞
後

に
ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

と
な
る
型
で
あ

る
.

...

し
か
し
,
設

耗

の
迎

れ

の
み

は
.
次
数

§
11
一

の
指
数

遅
れ

を
採

用

し
た
。

(こ
れ
は
通
常

の
定
率
法
の
設
備
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で
あ

ろ
う

か
ら

℃
開
O
.
き

位
が
適

当

で
あ

る
と
し

て
、
噂
貰
O
』
O

の

濯
と
上

の
孟

と
の
散

布
図

を
画
く

と
図

4

・
3

の
よ
う

に
な
る
。

こ
の
図
で

は
大
体
右
下

り

の
関
係

に
な
り
.

一
応

予
想

通
ウ

の
結
果

が
得

ら
れ
て

い
る
。

第
五
節

結

駈
口口

ッ

ミ

ュ
レ
ー

ッ

ゴ
ソ
分
析
法

に
対

し
、

次

の
よ
う

な
疑

問
が
捷

出
さ
れ

る

こ
と
が

あ

る
。

.
科

学

の
目
的

は
、
事

実
を

な
る

べ
く
単

純

な
法

則

で
説

明
す

る

こ
と

に
あ
る

は
ず

な

の
に
.

シ
ミ

ュ
レ
ー

シ

ョ
ン
法

で
は
.
現
実

を
複
雑

な
形

の
ま
ま
模
倣
す

る

こ
と
を
目
指

す
.

こ
れ

は

よ
り
単
純
な

法
則
を

追
求

し
て
来

た
科

学

の
歴

史

に
逆

行
す

る
も

の
で
は
な

い
か
と
。

.確

か

に
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ

ョ
ン
法
は
、
現

実
を
模

倣
す

る
。
し

か
も
.
そ

れ
は
現
実

の
完
全

な

る
模

写

で
は
あ
り

え
な

い
。
ど

の
よ
う
な
躍
大

な

シ
、ミ
禺
レ
!
シ

ョ
ン
に
お

い
て
も
.
其
処

に

お
け

る

モ
デ

ル
は
、
現

実

の

一
つ
の
側

面
を
抽

象
化

し
た
文
字

通
り
換

型
に
過
ぎ

な

い
。

そ
し

て
.

現
実
を

忠
実

に
僕
倣

し
よ
う

と
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
。

そ

の
模

型

は
復

雑
な
す

っ
き

り
し
な

い
も

の
に
な

っ
て
し
ま
5
。

し

か
し
.

シ

ミ

ェ
レ
ー

シ

ョ
ン
分
析

の
目
的

は
.

単

に
現

実
を
摸

倣
し

た
換
型
を

作
成
す

る

こ
と
に
あ

る
の
で

は
な
く

て
、

い
ま
や
完

全

に
わ

れ
わ
れ

の
統

禦

下

に
あ

る
こ

の
撲
型

の
示
す

特
性

を
実

験

に
よ
り
思

い

の
ま
ま
解
析
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
.
模
倣

さ

れ
た
現
実

の

シ
ス
テ

ム
の
特

性
を
推

察
す

る
亡
と

に
あ
る

の
で
あ
る
。

ゴ

.祉
会
現

象

は
歴
史

的

で
あ
り

一
回
生
起
的

で
あ

る
。

経
済
分

析
者

は
自

己
の
思

う
が

ま

ま
に
、

分
析
対

象

に
実
験

を
行
な

う
こ

と

は

出

来

な

い
。.
し
か
も
.
.そ

の
分
析

対
象

は
、

自
然
科

学

の
そ

れ

と
比
較

に
な
ら

凛
ほ
ど

複
難

で
あ

る

〔と
少
く
と
も
現
在
は
見
え
る
)
.

こ
の
よ
う

な
直
接

の

実
験
が

許
さ

れ
な

い
科
学

の
分
野

で

シ
・こ
ユ
レ
ー

シ
ョ
ン
法
が

著

し
く
有

力
な
斌
器

と
な

る

こ
と
は
明
ら

か
で
あ

る
.
こ

の
稿

で
は
帰
,ま
ず

五

つ

の
決
意
変
教
以
外
の
他
の
変
数
の
決
ま
り
方
に
つ
い
て
の
模
型
を
作
成

し
た
.

次
に
そ
の
摸
型

(曇

O
)
を
利
用
し
て
決
意
変
数
の
決
定

メ
ヵ

▼

血

桑

行

駒

の

シ

ξ

ユ
レ

ー

シ

」

ン
分

析

.

、

八

五

(
四
汎

九

)

・

闇..下ト
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く
団.
ゴ(
....

∵
.
.

....



..
・.
・　」
.

.

.

.

.:

...
^

.

.

..

.

.

.

.

.

.

.

ハ

六

{四

九

Q
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.

ニ
ズ

ム
に
関
す
る
予
想
模
璽

藪

冨
"3

を
作
成
し
た
.

.
一そ
し
て
予
想
長
期
利
潤
な
ら
び
に
予
想
流
動
性
が
.
そ
の
期
の
設
鏑
投
資
.
労
鱒
雇
用
.
資
金
調
達
と
前
節

に
示
し
た
よ
5
な
関
係
が
あ
る
か

も
知
れ
な
い
こ
と
を
一餐

し
た
.
し
か
し
こ
の
最
後
の
点

に
つ
い
て
は

っ
き
り
し
た
こ
と
を
言
う
た
め
に
は
今
後
他
の
時
期
.
企
桑
に
つ
い
.て
同

.

様
な
試
み
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

.

'

(澗
巴
)

筆
者
膿
こ
の
稿
以
後
。
決
意
変
数
の
決
定

メ
カ

昌
ズ
ム
を
内
生
化
し
た
襖
型
を
作
成
し
.
そ
れ
に
よ
る
実
験
苗
果
を
本
年
十
月

の
理
鹸

・
計
量
経
済

学
会
で

「
シ
ミ

昌
レ
」
シ
珊
ン
法
に
よ
る
企
桑
行
動
の
研
究
」
と
題
し
て
輻
告
し
た
が
.
そ
の
紹
介
は
後
日
に
嬢
る
.

,

」

.


